
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アエロリット

ジャンク

ステーシー

ロマネスク

12歳

破局

19

花園

11
『嫌われ役』

『手術台』

『研究所での日々』

『透き通った瞳』

貴方は嫌われ役を演じていた。HO1に優しくしていたアンタレスは貴方のその行動を心配していたが、無視した。だってこうしないとHO1は自分を見てくれない。だから仕方がなかったのだ。

縛り付けられた手術台、恐怖に見開かれたあなたの目。口はふさがれ、わめくこともできない。血まみれの医師たちが迫ってくる。光るメスがだんだんと近づいて、あなたの肌に! 肌に!

貴方は口減らしに売られた子供だった。目の前の子ども達は売られた先にいた研究所の子ども達だろう。研究所では貴方も年長者とともに子供達の面倒を自分なりに見ていたが、HO1にだけ態度を変えていた。HO1のことを貴方が貶しているうちに年長者もみんなもHO1を遠巻きに見るようになった。気分が良かった。それを心配していたのがアンタレスだった。

貴方は研究所に来た当初、勝手がわからず失敗してばかりだった。空腹を押し殺す日々の中、エトワールが食料を半分分けてくれたのだ。エトワールの硝子のように透き通った瞳の中にやつれた自分の顔が見えた。エトワールはそんな自分を見て、嫌悪せず、ただただ優しくしてくれた。それがたまらなくうれしかったのだ。1 0 1

1 0 1

2 1 3

たからもの

エトワール

メグレズ

アンタレス

依存

執着

依存

保護

3
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2
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

半壊

庇う

失敗作

時計仕掛け

のうみそ

めだま

あご

カンフー

こぶし

うで

かた

たからもの

せぼね

はらわた

はらわた

オートセパレート

サイボーグ

レーザービーム

アームスキン
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ほね
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あし

オート

ダメージ

オート

オート

オート

オート

オート

アクション

オート

オート

アクション

ジャッジ

アクション

オート

オート

アクション

オート

オート

オート

ダメージ

アクション

ダメージ

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

0

なし

なし

2

2
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1

0

3

0

3

3
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0-1

効果

自身

0

0

0

自身

自身

自身

0-3

自身

自身

自身

0

バトルパートにおけるターン終了後、「たからもの」を破損した際いずれも狂気点の増加を受けない

対象のダメージを肩代わりする

攻撃・切断判定の出目は+1される　ただし毎ターン任意の基本パーツを対価とする

他姉妹が対象とした敵に対して攻撃出目+1 ダメージ+1
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1

肉弾攻撃１

最大行動値+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

約束の小指

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

切断無効化

防御2

射撃1+切断

防御1

最大行動値+1

移動１

移動１

妨害１
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